3. 興奮性素子の結合系の研究(京都大学大学院理学研究科,修士論文題目・アブストラクト(1986年度),その2) by 岩本, 貴司
Title3. 興奮性素子の結合系の研究(京都大学大学院理学研究科,修士論文題目・アブストラクト(1986年度),その2)
Author(s)岩本, 貴司






























o(i)-∑ぞ= 1 ♂ (¢i(i)+冗/2 )/N




素子は7C/2付近で "休止状態〝 にあり,十分大きな一過性の "刺激〝の許で "興奮〝を示す｡
















He温度に冷却した, 1Z90T-2+:srF2(J三 ･I-1) の sampleに磁場 (0-200G)
と平行に円偏光した CW dye-laser
r
光(590nm,～200mW)を照射し,
基底状態から電子を上のバンドに励
起する｡このとき,電子のスピン状
態に応じた吸収係数の違い(円偏光
2色性 )により,基底状態の電子は
偏極し,また核 も hyperfine
interactionにより電子と同じ方向
に偏極する｡
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